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思考（thinking）とは、情報処理プロセスにおいて働
く認知機能の1つであり、ある状態を作り出す働き、
ないしはそれに向かうプロセスを指すものである

認知機能
①感覚・知覚
②記憶（知識）
③思考
④言語
⑤注意

・溝上慎一 (2023). インサイドアウト思考－創造的思考から個性的な学習・ライフの構築へ— 東信堂
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（とくに
「選択的注意」）
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失語症患者の脳内メカニズム

・ウェルニッケ野

脳の左半球、⼀般的には側頭葉の後部
（上側頭回）に位置し、聞いたり読んだ

りした⾔葉の意味を解釈し、⾔語情報を
処理することに関与しています。

じょうそくとうかい

脳の左半球、⼀般的には前頭葉の下部に
位し、話す能⼒や⽂の構成、⼀部の⾔語
理解の側⾯に重要な役割を果たします。

・ブローカ野

（例）書かれた文字を読む（内化）、書く・話す（外化）
①視覚から感覚信号が一次視覚野に伝導
②ウェルニッケ野に伝えられ、言葉を読んで意味を理解する (内化)
③②で処理された信号がブローカ野に伝えられ、外化（書く・話す）に関する準備を行う

前 後

首

感覚（視覚）信号
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（例２）ブローカ野の損傷患者
・言葉の理解には問題がない
・しかし、発話はできない

（例１）ウェルニッケ野の損傷患者
・言葉の理解ができないので相手との

やりとりは支離滅裂

小谷津孝明 (2011). ＜こころ＞で視る・知る・理解する－認知心理学入門－ 左右社
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ルビンの杯

（おまけ）ものや事の認知は知識やエピソードなどの記憶
（知識）の想起なしには成立しない

小谷津孝明 (2011). ＜こころ＞で視る・知る・理解する－認知心理学入門－ 左右社
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